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合には、確たる証拠の有無にこだわる）｣ の 4 下
位尺度からなる。










のテストのSM（ 2 ）から ｢補助教材｣ と ｢新生
児死亡率｣ の 2 題、合計 8 問を使用した。記述さ
れている推論文の真偽を 5 段階で評定させ、正答
の場合を 1 点とし、 8 点満点とした。
　②PISA調査の科学的リテラシー（2006年調査）

























































　 1 ．WGCTA： 2 つの課題、計 8 問の正答数を
得点とした結果、平均得点は3.25点であり、最高
点は 7 点、最低点は 0 点であった。平均得点にも
とづき、全体を約30%ごとに区切り、高群、中群、
低群に分けた（Table‌2）。








































































































































60%）、問 3 では70.5%（同50%）、問 4 では79.5%（同
44%）であった。15歳の正答率と比較すると、大
学生の正答率が高くなっており、年齢とともに科
学的リテラシーは育成されていくことがわかる。
しかしそれでも20−30%は正答に至らない。今後
は発達を経ても正答に至らない背景を探り、批判
的思考力の育成に役立てていく必要がある。
学習方略・批判的思考態度と批判的思考力テスト
との関係
　今回の結果で、高校時代の学習方略の ｢意味理
解志向｣、つまり学習において知識のつながりを
意識し、重視していた場合、PISA課題の得点が
有意に高いことが示された。物事の関連や図表で
整理しながら学習をすることは、批判的思考力と
して考えられている推論プロセスを意識的に吟味
しやすくし、論理的・合理的思考を導きやすいの
ではないかと考えられる。しかし高校時代の彼ら
は「意味理解志向」の得点は低く、そのため、こ
の学習方略を伸ばす有効な手だてを検討すること
が批判的思考力の育成には重要である。
　さらに、この他にも、高校時代に「思考過程の
重視」、「方略志向」を重視していた方が、PISA
課題の得点が高い傾向にあった。つまり解答への
考え方や勉強の仕方を工夫することが批判的思考
力に作用していることがわかった。市川（1995）
によると、学習動機を「学習の内容性（学習の内
容を重視する）」「学習の功利性（学習の結果得ら
れる損得を考える）」の 2 要因で表したとき、本
研究の学習方略（学習観）4 下位尺度の全ては「学
習の内容性」と正の相関を示すという。そうなる
と、学習の内容自体に目を向けることが批判的思
考と関わっていることが考えられる。高校時代に
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